
　
　

黒
田
市
長
が
３
期
目
に
掲
げ
た
政
策

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
10
項
目
あ
る
が
、
自
己
評

価
は
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
足
り
な
か
っ
た

と
こ
ろ
は
何
が
足
り
ず
、
そ
れ
を
今
後
市

政
運
営
の
中
で
ど
う
改
善
を
図
る
の
か
。

平
成
25
年
度
か
ら
市
内
に
設
立
さ
れ
た
ま

ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
は
、
予
算
消
化
の

運
営
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
生
産
性
の
あ

る
、
収
益
性
の
あ
る
、
活
動
を
望
む
が
、

今
後
の
課
題
と
抱
負
に
つ
い
て
は
。

市
長　

ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
は
広
く

市
民
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
地
域
を
支
え
合

い
、
そ
し
て
ど
う
や
っ
て
持
続
可
能
な
仕
組

み
に
持
っ
て
い
く
か
。
収
益
性
、
稼
ぐ
ま
ち

づ
く
り
、
も
う
か
る
ま
ち
づ
く
り
が
芽
生
え
、

育
ま
れ
、
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
で
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
自
体
が
人
を
雇
用
し
た
り
、

あ
る
い
は
設
備
投
資
ま
で
行
う
よ
う
で
あ
れ

ば
、
理
想
的
で
あ
る
。
今
後
の
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
地
域
を
支
え
る
大
き
な
土

台
に
な
る
よ
う
に
人
材
を
確
保
し
な
が
ら
、

自
治
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
み
推
進
す
る
よ

う
に
念
願
し
て
い
る
。

　
　

平
戸
式
も
う
か
る
農
業
支
援
事
業
の

さ
ら
な
る
推
進
に
よ
る
農
業
所
得
の
向
上

に
つ
い
て
、
就
農
者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄

地
の
増
加
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
し
て
、

今
後
ど
う
取
り
組
む
つ
も
り
か
。

農
林
水
産
部
長　

本
年
、
長
崎
県
が
農
林

業
・
農
山
村
活
性
化
計
画
の
中
で
、
２
０

２
１
年
か
ら
２
０
２
５
年
の
現
状
分
析
と

推
計
を
出
し
た
。
平
成
17
年
、
農
業
就
業

人
口
は
、
県
下
全
部
で
５
万
２
千
人
ほ
ど

あ
っ
た
の
が
、
平
成
27
年
で
は
、
３
万
４

千
人
、
35
％
減
。
平
成
27
年
か
ら
令
和
12

年
を
予
測
す
る
と
43
％
減
。
急
激
な
農
業

就
業
人
口
の
減
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
後

継
者
が
い
な
い
農
家
の
事
業
継
続
が
課
題

に
な
っ
て
い
る
。

市
長　

農
家
戸
数
が
減
る
の
は
、
人
口
減

少
で
仕
方
な
い
。
全
体
の
そ
の
人
口
が
縮

小
す
る
中
で
、
農
業
法
人
化
を
も
っ
と
増

し
た
り
、
少
数
精
鋭
で
た
く
さ
ん
の
利
益

を
生
む
と
い
う
農
業
経
営
の
転
換
を
促
す
。

　
　

主
要
品
目
の
イ
チ
ゴ
で
あ
っ
た
り
、

タ
マ
ネ
ギ
で
あ
っ
た
り
、
ア
ス
パ
ラ
の
共

通
す
る
も
の
は
何
か
と
い
っ
た
ら
、〝
土
づ

く
り
〝
で
あ
る
。
よ
く
生
産
者
か
ら
言
わ

れ
る
が
、
良
質
の
堆
肥
が
確
保
で
き
な
い
。

売
れ
る
も
の
を
作
る
ブ
ラ
ン
ド
化
が
重
要

で
あ
る
。
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設
備
が
、今
後
、

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

市
長　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
等
の
設
備
が
必
要

と
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
に
応
じ
て
い
き
た
い
。

　
　

度
島
地
区
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の

消
防
本
部
の
対
応
に
つ
い
て
。

消
防
長　

チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
確
保
の
上
、

本
署
か
ら
６
人
〜
７
人
を
編
成
し
、
一
刻

も
早
く
現
場
に
到
着
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

　
　

今
年
２
月
に
大
島
地
区
の
救
急
搬
送

に
５
時
間
を
要
し
た
内
容
に
つ
い
て
。

消
防
長　

当
該
事
案
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
ー

タ
ー
船
が
時
化
の
た
め
確
保
で
き
ず
、
海

上
保
安
庁
の
派
遣
で
あ
り
、
夜
間
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
船
舶
の
出
港
準
備
に
時
間
を

要
し
佐
世
保
の
医
療
機
関
ま
で
４
時
間
33

分
か
か
っ
た
。

　
　

離
島
地
区
に
お
け
る
救
急
艇
配
備
の

要
望
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

多
額
の
建
造
費
、
人
員
確
保
、
管

理
運
用
方
法
な
ど
導
入
に
関
し
て
は
厳
し

い
旨
の
回
答
を
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ

公
費
を
投
じ
て
船
舶
を
新
船
建
造
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
離
島
地
区
に
お
け
る
消

防
行
政
の
課
題
解
決
に
向
け
た
方
向
性
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

副
市
長　

離
島
対
策
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
の
確
保
に
力
点
を
絞

っ
た
議
論
な
ど
、
多
角
的
な
視
点
に
立
ち

必
要
に
応
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
伺
い
課
題
解
決
に
向
け
、
協
議
を
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　

本
市
に
お
け
る
雇
用
の
確
保
の
面
か

ら
特
定
地
域
農
業
協
働
組
合
の
設
立
に
向

け
た
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
。

財
務
部
長　

他
市
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

を
研
究
し
引
き
続
き
民
間
事
業
と
の
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

農
業
者
の
就
業
人
口
が
減
少
し
て
い

く
中
、
外
国
人
労
働
者
派
遣
事
業
、
株
式

会
社
「
エ
ヌ
」
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
。

農
林
水
産
部
長　
「
エ
ヌ
」
は
外
国
人
の
労

働
者
派
遣
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
50

名
の
人
材
派
遣
で
１
３
０
名
ほ
ど
の
派
遣

要
望
の
依
頼
が
あ
っ
て
い
る
。
平
戸
市
で

は
６
名
の
派
遣
待
ち
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し

入
国
制
限
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

国
の
制
度
で
「
農
の
雇
用
事
業
」
な

ど
取
り
組
む
事
業
は
あ
る
。
様
々
な
制
度

を
活
用
し
て
新
規
就
農
者
や
担
い
手
を
確

保
し
本
市
の
農
業
を
維
持
し
て
も
ら
い
た

い
。

市
長　

是
非
と
も
農
業
の
法
人
化
に
か
じ

を
切
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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田
島　

輝
美
（
政
和
会
）

●
離
島
地
区
に
お
け
る
火
災
・
救
急
活
動
に
つ
い
て

●
人
材
確
保
と
雇
用
に
向
け
た
各
種
制
度
に

　

つ
い
て

松
尾　

実
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
市
長
の
３
期
目
の
政
策
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

　

総
括
に
つ
い
て

QQQQ
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市
政
発
展
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

職
員
が
身
体
的
な
健
康
と
精
神
的
に
安
定

さ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
。 

市
政
の

両
輪
で
あ
る
議
会
と
し
て
も
、
職
員
の
健

康
と
精
神
の
安
定
に
働
き
か
け
る
事
は
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
重
要
な

事
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
進
捗
状
況

（
自
殺
に
繋
が
る
倦
怠
・
う
つ
病
者
の
早

期
発
見
な
ど
）、
労
働
安
全
衛
生
の
取
り
組

み
、
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

市
長　

市
長
部
局
に
お
い
て
も
、
数
件
の

発
生
が
あ
っ
て
い
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
の
職
員
の
発
生
増
加
は
、
個
々
の
職

員
の
業
務
遂
行
能
力
や
職
場
の
活
力
低
下

を
招
き
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
と
い
う
、

地
方
公
共
団
体
の
役
割
の
遂
行
に
支
障
を

来
た
し
か
ね
な
い
と
考
え
、
今
後
も
未
然

防
止
、 

早
期
発
見
、
復
帰
支
援
な
ど
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

適
正
な
人
員
配
置
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
で
実
施
し
て
い
る
の
か
。

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
は
職
員
の
希
望
を
聴
取
す
る

個
人
面
談
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

・
勤
怠
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
問
題
点
に
つ
い  

て
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

・
障
が
い
者
の
代
表
を
労
働
安
全
衛
生
委
員

に
参
加
を
促
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
。

総
務
部
長　

毎
年
、
異
動
希
望
者
等
の
意

向
の
聴
取
及
び
所
属
長
と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

を
実
施
し
、
適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
て

い
る
。
各
個
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
人

事
課
で
管
理
し
、
個
人
面
談
は
行
わ
ず
、

本
人
の
意
思
だ
け
を
確
認
し
て
い
る
。

・
シ
ス
テ
ム
の
管
理
は
各
職
場
の
上
司
で
、

不
適
切
な
ど
の
情
報
は
上
が
っ
て
い
な
い
。

・
障
が
い
者
の
方
か
ら
参
加
の
意
志
が
あ
れ

ば
前
向
き
に
検
討
し
て
行
き
た
い
。

　
　

漁
港
の
防
波
堤
整
備
で
、
潮
流
が
変

わ
る
。
砂
の
移
動
で
、
漁
船
の
安
全
管
理
、

遊
泳
者
に
危
険
な
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

更
に
、海
水
浴
場
全
国
の
55
選
に
登
録
さ
れ
、

平
戸
市
の
一
つ
の
顔
で
も
あ
る
景
観
を
後

世
に
残
す
た
め
に
、
人
的
な
原
因
に
よ
る

も
の
は
人
的
に
回
復
す
る
た
め
に
市
単
独

予
算
で
の
対
応
を
強
く
求
め
る
。
再
度
、

検
討
を
お
願
い
す
る
。

市
長　

根
獅
子
浜
は
、
砂
が
潤
沢
に
あ
り
、

片
方
に
寄
っ
て
し
ま
い
漁
港
機
能
が
維
持

で
き
な
い
。
漁
港
建
設
の
専
門
家
や
土
木

工
学
の
方
々
の
意
見
を
聞
い
て
も
解
決
策

が
難
し
い
の
が
現
状
で
ご
理
解
を
頂
き
た

い
。

　
　

広
報
ひ
ら
ど
５
月
号
で
は
、
田
平
工

業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
を
９
ペ
ー
ジ
使
っ

て
特
集
。
し
か
し
、
平
戸
市
民
の
税
金
を

ど
れ
だ
け
使
っ
た
の
か
、
一
言
も
な
い
。

市
は
、
５
億
円
か
け
て
整
備
し
た
土
地
を

５
千
万
円
で
売
っ
た
。
建
物
や
機
械
の
購

入
の
た
め
に
は
、
長
崎
県
か
ら
２
億
５
千

万
円
、
平
戸
市
か
ら
１
億
５
千
万
円
、
合

わ
せ
て
４
億
円
の
補
助
金
が
あ
る
。

　

土
地
、
建
物
、
機
械
の
た
め
に
、
長
崎

県
の
税
金
、
平
戸
市
の
税
金
が
、
合
計
で

８
億
５
千
万
円
つ
ぎ
込
ま
れ
る
。
ひ
と
つ

の
企
業
に
対
し
て
、
つ
ぎ
込
ま
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
５
年
間
は
固
定
資
産
税
が
無

料
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
５
年
間
で
無

料
に
な
る
固
定
資
産
税
の
額
は
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

お
よ
そ
２
，
７
０

０
万
円
と
い
う
試
算
で
あ
る
。

　
　

平
戸
の
人
を
ひ
と
り
で
も
多
く
雇
用

し
て
ほ
し
い
。
し
か
し
、
松
浦
市
や
佐
世

保
市
か
ら
も
応
募
が
あ
る
。
採
用
試
験
を

行
え
ば
、
佐
世
保
の
人
が
雇
用
さ
れ
て
、

平
戸
市
の
人
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

平
戸
市
民
を
何
人
雇
用
、
と
い
う
目
標

は
あ
る
の
か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

目
標
の
設
定
は
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

は
や
く
も
今
年
度
、
次
の
工
業
団
地

の
た
め
の
土
地
を
探
し
て
い
る
。
い
っ
た

ん
ス
ト
ッ
プ
す
べ
き
だ
。

　

ま
ず
、
田
平
町
の
工
業
団
地
へ
の
税
金

や
補
助
金
に
つ
い
て
、
市
民
に
知
ら
せ
る
。

そ
し
て
、
営
業
ス
タ
ー
ト
後
、
雇
用
が
ど

う
な
っ
た
の
か
を
見
る
。
そ
の
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
市
民
説
明
会
で
、
市
民
の
意
見

を
聞
い
て
、
次
を
行
う
か
ど
う
か
、
慎
重

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

市
長　

そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
る
と
企
業

誘
致
競
争
に
負
け
る
。

　
　

平
戸
市
で
は
医
療
費
へ
の
助
成
は
、

県
内
の
全
自
治
体
と
同
じ
く
中
学
生
ま
で

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
３
、
４
年
で
高
校

生
ま
で
拡
充
し
た
自
治
体
が
、７
に
ふ
え
た
。

県
内
自
治
体
の
３
分
の
１
だ
。
平
戸
市
で
、

高
校
生
ま
で
拡
充
し
た
場
合
の
費
用
は
。

福
祉
部
長　

お
よ
そ
３
０
０
万
円
。

　
　

地
方
自
治
法
に
は
、
地
方
自
治
体
の

役
割
の
第
一
に
住
民
福
祉
の
増
進
と
あ
る
。

高
校
生
ま
で
拡
充
す
べ
き
だ
。

市
長　

本
市
は
財
政
力
指
数
が
大
変
脆
弱

だ
。
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
状
況
で
臨
む
し

か
な
い
。

QQQQ

QQQQQQ

山
﨑　

一
洋
（
日
本
共
産
党
）

●
田
平
町
の
工
業
団
地　

　

ひ
と
つ
の
企
業
に
約
９
億
円
の
支
援

●
医
療
費
へ
の
助
成　

高
校
生
ま
で
拡
充

　
（
年
３
０
０
万
円
）は
財
政
の
脆
弱
を
理
由
に
実
施
せ
ず

小
山
田　

輔
雄
（
伸
天
会
）

●
職
員
の
労
働
安
全
衛
生
の
取
組
み
と
長
時
間

　

労
働
に
つ
い
て

●
新
獅
子
漁
港（
根
獅
子
地
区
）の
環
境
保
全
は

QQQQ

QQ
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